
つ
き
剰
余
金
四
十
九
円
余
を
寄
付
さ
れ
る
。

同
年
十
二
月
八
日

文
部
省
の
指
示
に
基
づ
き
大
東
亜
戦
争
第
一
周
年
記
念
行
事
を
挙
行
。
午

前
九
時
、
職
且
生
徒
一
同
大
講
i

品
に
参
集
し
、
宮
城
遥
拝
、
妍
国
神
社
遥

拝
、
君
が
代
斉
叩
、
詔
因
奉
説
、
学
校
長
訓
示
、
伊
原
字
―
―
一郎
助
教
授
お

よ
び
矢
沢
弦
月
講
師
に
よ
る
南
方
占
領
地
視
察
談
、
戦
捷
並
び
に
出
征
将

兵
の
武
運
長
久
祈
願
、
設
国
の
英
孟
に
対
す
る
感
謝
黙
砧
を
行
い
、
午
後

は
生
徒
代
表
は
蛸
国
神
社
に
お
け
る
祈
願
祭
に
参
列
、
そ
れ
以
外
の
生
徒

は
防
空
訓
錬
予
習
を
行
う
。

十
八
年

ii一月
二
十
日

事
業
骰
補
助
金
五
百
円
を
学
校
報
国
団
本
部
よ
り
支
給
さ
れ
る
。

同
年
五
月
役
且
改
選

学
級
幹
巾

岡
部
敏
也
（
日
、
四
）
武
田
照
沖
（
日
‘
-
―
-
）
金
子
布
吾
（
日
、

二）

榎
本
健
一
（
日
、
一
）
稲
木
原
生
（
日
、
予
）
奈
良
存
生
（
油
、
四）

赤
松
克
己
（
油
、
三
、
小
林
教
室
）
塚
原
栄
一
（
同
、
南
教
室
）
邸
井

究
二
（
同
、
田
辺
教
室
）
森
田
侶
夫
（
油
、
二
）
大
溝
裕
史
（
油
、

一
）
小
林
柄
（
油
、
予
）
片
岡
進
（
塑
、
四
）
王
那
覇
正
吉
（
兜
、

i

―
-
）
沌
川
抽t

（
塑
、
二
）
村
井
真
一
（
塑
、

一
）
林
保
次
郎
（
塑
、

予
）
宇
佐
美
正
弘
（
木‘

-
―
-
）
熊
谷
縛
（
木
、

一
）
松
永
和
夫
（
図
、

四
）
伊
藤
守
正
（
図
、

i

―-
）
中
川
梢
徳
（
図
、
二
）
山
本
敏
郎
（
図
、

-
）
布
川
進
（
図
、

予
）
田
中
功
（
彫
金
、
四
）
仁
藤
汲
七
（
彫
金
、

i

―-）

飯
野
紀
雄
（
彫
金
、
二
）
紹
力
正
袢
（
彫
金
、
i

)

西
村
純
一

（
鋳
、
三
）
西
大
由
（
鋳
、
二
）
芥
取
臣
世
（
鍛
、
『
一
）
金
田
正
士

（
鍛
、
二
）
佐
藤
進
（
漆
、
i

―-
）
大
的
千
之
（
漆
、
二）

大
岡
健
一

（
漆
、
矛
）
曽
宮
俊
一
（
建
、
四
）
木
下
日
出
男
（
建
、
一i

-

）
長
大
作

（
建
、
i

-

）
伊
藤
得
時
（
建
、

一
）
加
藤
寅
正
（
建
、
予
）
店
田
順
一
＿i

（
師
、
一
―
-
）
若
林
稔
（
師
、
二
）
石
川
刃
（
師
、

一）

十
九
年
―
―
―
月

団
員
松
本
博
臣
戦
死
に
つ
き
弔
辞
を
賠
る
。

同
年
六
月

上
野
距
昭
校
長
が
報
国
団
長
と
な
る
。

同
年
十
一
月
十
四

□

団
員
大
塩
麟
太
郎
戦
死
に
つ
き
弔
辞
を
賠
る
。

二
十
年
六
月
一
日

団
且
伊
沢
洋
戦
死
に
つ
き
弔
辞
を
賠
る
。

同
年
十
一
月
十
一

iin

団
員
石
井
正
夫
戦
死
に
つ
き
弔
辞
を
賠
る
。

⑫

工
芸
技
術
講
習
所

本
校
工
芸
科
鋳
金
部
教
授
津
田
伝
夫
を
は
じ
め
と
す
る
工
芸
界
の
有
力
者
た

ち
の
間
に
は
、
産
業
と
し
て
の
工
芸
、
芸
術
と
し
て
の
工
芸
の
両
面
を
踏
ま
え

た
新
た
な
認
識
に
枯
づ
い
た
教
村
、
研
究
機
関
を
設
~
い
し
た
い
と
い
う
念
願
が

あ
っ
た
。
こ
の
念
顧
は
昭
和
十
四
年
十
一

JJi
ハ
ロ
、
本
校
に
対
し
て
八
品
印
仙

よ
り
市
内
ナ
子
区
袋
町
の
ナ
地
（
赤
羽
錬
兵
場
の
北
）
約
＾

i

千
坪
寄
附
の
巾
し

第3硲 戦時下 862
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rlt m信夫

も
の
で
あ

っ
た
。

と
は
次
の
よ
う
な

込
み
が
あ
っ
た
た
め
、
に
わ

か
に
具
体
性
を
術
び
た
も
の

と
な
り
、
設
附
へ
向
け
て
の

動
き
が
始
ま
っ
た
。
そ
れ
が

「
昭
和
十
五
年
度
東
京
美
術

学
校
概
箕
要
求
」
に
記
さ
れ

て
い
る

「
工
芸
研
究
所
」
計

画

(
8
0
7
頁
）
で
あ
る
。
そ
こ

で
は
新
党
代
と
し

て
二
十
万
の
概
箕

要
求
が
な
さ
れ
た

が
、
津
川
ら
が
当

時
考
え
て
い
た

「
エ
芸
研
究
所
」

工
藝
研
究
所
設
四
要
項

一
、
所
管
文
部
省
直
屈
又
ハ
東
京
美
術
學
校
附
屈
（
或
ハ
祉
圏
法
人
）

一
、
主
旨
日
本
文
化
ノ
表
徴
ク
ル
美
術
工
藝
ノ
狽
逹
孟
腕
ス
ル
ゆ
術
的
及
技

術
的
研
究
卜
調
査

一
、
目
的
事
棠

0
工
藝
査
料
ノ
考
盟
卜
調
査
及
工
牲
材
料
ノ
科
浪
的
研
究

＠
國
梓
的
工
巻
技
法
ノ
保
存
卜
特
殊
老
錬
エ
ノ
布
ス

ル
技
能
ノ

工
牲
ノ
代
用

究
試
作

④
統
制
紐
洲
下

ニ
於
ケ
ル
輯

哭
又
ハ
失
業

引
策
ト
・
ッ
テ

應
用

⑱
輸
出
エ
応
正
振

狼
ノ
枯
礎
ク

ル
ベ
キ

i

般

J
郎
マ
ノ
原
範

二

Ii
ス
ル
妬

砂
◎¥`
 

ぢ
ヽ
~蔵氏雄

≪
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隆
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⑱
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あ
る
。

材
料
二
測
ス
ル
研
究
試
作

⑮
時
局
下
二
於
ケ
ル
似
兵
保
護
ノ
対
策
ト
シ
テ
適
悩
ナ
ル
エ
残

技
術
ノ
臨
時
他
習
所
ヲ
設
ク
ル
コ
ト

⑱
大
陸
政
策
二
順
應
ス
ベ
ク
涌
洲
支
那
二
於
ケ
ル
東
洋
工
藝
ノ

調
査
及
研
究

一
、
紐
骰
〇
敷
地
約
四
千
坪
ノ
寄
附
豫
約
ア
リ

〔
本
引
抹
笥
〕

②
建
物
及
設
備
毀
若
干
寄
附
ノ
見
込
ア
リ

③
試
作
品
彿
下
又
ハ
著
作
樅
醸
渡
等
二
依
ル
牧
入

④
特
別
研
究
毀
寄
附
ノ
見
込
若
干
ア
リ

伺
一
般
継
常
散
ハ
政
府
支
出
金
ニ
ョ
ル

（
「
工
芸
指
群
員
投
成
所
設
匹
面
空
＾
ル
概
紐
2

頻
瞑
認
」
よ
り
。
な
お
、
右
の

事
業
目
的
、
土
地
建
物
に
関
す
る
説
明
に
組
織
の
説
叫
そ
の
他
を
加
え
た

「
エ
芸

研
究
所
設
立
二
関
ス
ル
参
考
沢
料
豆
芯
」
も
現
存
す
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す

る。）

こ
の
「
工
芸
研
究
所
」
の
計
画
は
そ
の
後
研
究
よ
り
も
教
育
を
主
眼
と
す
る

「
工
芸
指
迅
且
投
成
所
」
設
置
計
画
へ
と
変
更
さ
れ
、
「
工
芸
技
術
諧
習
所
」

と
し
て
設
侶
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
官
制
、
規
程
、
規
則
は
次
の
と
お
り
で

0
昭
和
十
五
年
十
一
月
十
四
日

勅
令
第
七
百
六
十
九
琥
工
経
技
術
諧
習
所
官
制

第
一
條
工
藝
技
術
諧
習
所
ハ
文
部
大
臣
ノ
管
理
二
屈
・
ン
エ
藝
二
脳
ス
ル
技

術
ノ
数
授
ヲ
掌
ル

0
文
部
省
令
第
四
十
五
琥

工
藝
技
術
講
習
所
規
程
左
ノ
通
定
ム

昭
和
十
五
年
十
二
月
十
三
日

工
葱
技
術
諧
習
所
規
程

第
一
條
工
藝
技
術
講
習
所
ハ
之
ヲ
第
一
部
及
第
二
部
二
分
チ
各
邪
二
於
テ

企
罰
、
金
工
、
冷
装
、
窯
棠
、
染
絨
及
木
工
等
ノ
叫
門
宜
技
並
二
工
紅
ご

必
須
ナ
ル
駆
科
目
ヲ
放
授
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

附
則

第
六
條

第
七
條

第
四
條

第
五
條

第
三
條

第
二
條

文

部

大

臣

栖

田

邦

彦

工
咎
技
術
澁
習
所
二
左
ノ
職
且
ヲ
凶
ク

所
長魯

翡
二
人

誓
晶
哩
＿
一
人

導
任
一
二
人

助
手
判
任

専
任
一
人

.I
-

．．Ii"
fIJ任

h
'
つし

所
長
ハ
文
部
祁
内
ノ
ー
凶
等
官
ヲ
以
テ
之
二
充
ッ

抑
藍
仔
ヲ
承
ケ
所
務
ヲ
常
理
シ
所
屈
職
且
ヲ
監
仔
ス

数
授
及
助
数
授
ハ
生
徒
ノ
数
育
ヲ
邪
ル

助
手
ハ
数
投
叉
ハ
助
数
授
ノ
指
抑
ヲ
受
ヶ
授
業
及
宜
習
ノ
補
助
ニ

従
事
ス

因
氾
ハ
上
官
ノ
命
ヲ
承
ケ
庶
務
會
計
二
従
事
ス

所
長
ハ
文
部
大
臣
ノ
許
可
ヲ
得
テ
溝
師
ヲ
頻
託
シ
授
棠
ヲ
招
任
七

シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

本
令
ハ
公
布
ノ
日
ョ
リ
之
ヲ
施
行
ス

文
部
大
臣
ノ
指

第 3窪 戦 時 下 864 



備
考

渋卒焼柳祓窯と） ilII柳成（中央）

昭和21年8月撮影

約
操

第
一
部

根
科
目

工
舷
慈
匠
限

上
舷
究
材
尿

よ
郎

m人

エ
か
迄
想
叫
法

特
別
講
義

企
証
梱
忽
11

叫
門
収
技
錬
啄
11

第
二
條
各
部
ノ
作
業
年
ハ
ニ
年
ト
ス

縮
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ペ
シ

各
部
ノ
尿
科

n及
鉗
週
孜
投
時
敷
左
ノ
如
ン

第
二
祁

歩
科
Fl

工
藝
謡
匠
印

工
庄
査
材
朕

工
独
史

特
別
諮
義

企
粛
油
窄
II

叫
門
宜
技
練
密LJ

陀
操

~ -疇

ハハ 1<
以以定
」：上 ff、If-

一
六
以
上

八
以
上

小
定
時

第
二
條

紺
週
数
投
時
敷

鉦
週
数
授
時
敷

但
シ
時
宜
二
依
リ
其
ノ
期
間
ソ
仲

一
、
所
長
ハ
牧
授
上
特
別
ノ
必
要
ア
リ
ト
認
メ
ク
ル
均
合
二
於
テ
ハ
屈
子
科

日
又
ハ
其
ノ
牧
授
時
敗
ノ
配
岱
ヲ
嬰
史
、
ッ
或
ハ
時
間
外
若
（
休
棠
期
間

中
二
於
テ
臨
時
溝
義
又
ハ
特
別
収
技
ノ
祁
習
ヲ
課
ス
ル
コ

ト
ヲ
得

二
、
特
別
講
淡
ハ
エ
牲
ノ
艦
宜
、
エ
藝
製
作
上
必
要
ナ
ル
情
操
及
知
識
ノ

油
森
、
エ
衣
冦
作
工
坦
ノ
紐
慾
二
脚
ス
ル
理
論
及
輸
出
エ
墜
二
隙
ス
ル

油
外
事
梢
等
二
付
滞
淡
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

ì-
、
源
叩
口
如
"
(
技
＾
各
部
ノ
数
奎
二
分
屁
ン
テ
源
攻
ス
但
・
ソ
場
合
二
依
リ

敷
級
室
二
於
テ
兼
修
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
四
條
本
所
二
入
所
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
者
ハ
左
ノ
各
披
ノ

i

二
該
賞
ス
ル

モ
ノ
ニ
シ
テ
姪
衡
ノ
上
所
長
之
ヲ
定
ム

第
一
祁

一
、
琳
門
浮
校
又
ハ
之
卜
同
等
以
上
ノ
が
校
ヲ
卒
棠
シ
ク
ル
老
―
ー
シ
テ
本

所
所
定
ノ
再
門
収
技
ヲ
版
修
ス
ル
ニ
足
ル
ト
認
メ
ク
ル
吝

i-、
本
所
二
於
テ
行
ァ
考
査
ニ
コ
リ
前
披
卜
同
等
以
上
ノ
が
力
並
二
特
殊

ノ
エ
藝
技
術
ヲ
布
ス
ト
認
メ
ク
ル
夫

第
二
部

弟
ハ
無
試
脇
桧
定
―
-
＾
ぃ格
、
ン
ク
ル
名
ニ
シ
テ
本
所
所
定
ノ
専
門
れ
抜
ヲ

版
修
ス
ル
ニ
足
ル
ト
認
メ
ク
ル
秤

二
、
本
所
二
於
テ
行
フ
考
査
ニ
ョ
リ
前
被
卜
同
等
以
上
ノ
伊
力
並
―
ー
特
殊

ノ
エ
懇
技
術
ヲ
有
ス
ト
認
メ
ク
ル
者

第

五

條

所

長

ハ
成
菜
ノ
見
込
ナ
、
ッ
ト
認
メ
ク
ル
者
及
性
行
杢
艮
ナ
ル
者
ニ

ハ
退
所
ヲ
命
。
ス
ペ
シ

第
六
條
所
長
ハ
殺
百
上
必
要
ア
リ
ト
認
メ
ク
ル
ト
キ
ハ
生
徒
二
懲
戒
ヲ
加

一
、
中
序
校
卒
業
名
又
ハ
叫
門
根
校
入
尿
老
桧
定
規
和
二
依
リ
拭
瞼
板
定
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フ

ル

コ

ト

ヲ

得

第
七
條t

l
j
 

杯＂ハ

限
校
内
二
5lLl
ク

一
、
エ
舷
五
技
術
湖
習
所
長

と
品
さ
れ
て
い
る
。
津
111伯
夫
は
エ
公
技
術
溝
判
所
の
教
育
に
関
す
る
川
路
柳

打
の
竹
問
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
丁
芸
の
先
例
を
見
倣
っ
て
実
川
性
を
爪
視
し
た

綜
合
的
な
丁
必
破
作
法
を
教
え
る
こ
と
に
狙
い
が
あ
る
と
し
、
「
商
工
省

の
エ

ま
た
、
備
考
と
し
て

汗
田
源

（
東
京
美
術
爪
品
は
長
）

本
所
二
於
テ
ハ
入
所
考
査
料
及
投
業
料
ヲ
微
牧
七
ズ

本
＾
＂
ハ
公
布
ノ
日
ョ
リ
之
ヲ
施
行
ス

（「
霜
サ
応
猛J
l巧教
務
関
係
内
類5坪
咄~
」）

右
の
規
程
、
規
則
の
事
項
に
学
期
、
休
業
IJ
、
入
所
手
続
、
休
学
、
処
分
、

成
紹
そ
の
他
の
規
定
と
内
式
を
付
け
加
え
た
「
エ
芸
技
術
溝
密
所
規
則
」
（
印

刷
物
）
も
現
存
し
、
そ
れ
に
は
教
授
科
11が
次
の
よ
う
に
や
や
詳
し
く
氾
さ
れ

て
い
る
。

企
証
（
岡
案
、
校
郡
）
金
エ
（
彫
、
鉗
、
鍛
甜
等
）
冷
装
（
漆
、
几
他
）

烹
業
（
陶
、
磁
、
七
貨
、
硝
子
等
）
染
絨
（
絞
細
、
捺
染
、
刺

繍
、
秘

絨

等
）
木
工
（
木
竹
、
貝
甲
、
牙
ffJ等）

一
、
エ
郎
-
技
術
講
習
所
ハ
岱
分
ノ
問
東
ぃ
凡
市
ド
谷
屈
上
野
公
園
内
束
ハ
凡
災
術

慈
味
す
る
。

必
指
麻
所
と
い
ふ
や
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
な
か
／
＼
手
が
別
ら
ぬ
。
材

買
の
方
に
は

一
生
懸
命
に
な
っ
て
ゐ
る
。
或
は
機
械
的
に
や
れ
ば
も
っ
と
安
く

行
く
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
に
就
て
は
非
霜
に
力
を
入
れ
て
居
り
ま
す
け
れ
ど
も

感
党
的
と
か
、
そ
う
い
ふ
方
面
に
は
ど
う
も
手
が
廻
ら
な
い
ら
し
い
の
で
す
。
」

「
そ
れ
と
M
時
に
、
惑
党
的
と
い
ふ
こ
と
も
大
市
だ
け
れ
ど
も
、

一
方
宜
用
と

い
ふ
血
も
研
究
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
災
術
限
佼
ぱ
、
中
浪
を
出
た
だ

げ
の
者
を
入
れ
て
や
る
の
だ
か
ら
、
か
う
い
ふ
材
料
を
か
う
い
ふ
風
に
や
れ
ば

か
う
い
う
風
に
出
来
る
の
だ
と
い
ふ
こ
と
を
数
へ
る
に
止
ま
つ
て
、
そ
れ
以
上

の
こ
と
に
は
な
か
な
か
行
か
な
い
。
そ
こ
で
そ
う
い
ふ
こ
と
を
も
っ
と
収
川
的

に
す
る
、
そ
う
い
ふ
再
放
有
を
し
よ
う
と
い
ふ
氣
持
で
す
。」

と
述
ぺ
て
い
る

（尺
"fll必
術
新
報
』
第
卜
八
け
、
昭
和
|

L

年
．．． 
月
十
日
）
。

工
芸
技
術
講
羽
11
所
は
昭
和
十
六
年

i

月
に
開
所
し
た
。
は
じ
め
の

究
所
」
構
想
と
は
共
だ
し
く
炭
な
り
、
寮
賠
の
土
地
に
校
令
を
新
築
す
る
社
両

は
実
現
せ
ず
、
本
校
内
の

二
、
；
一の
教
室
を
佑
用
し
て
開
所
す
る
こ
と
に
な

っ

た
。
「
昭
和
十
布
年
度
年
報
進
逹
案
」
に
よ
れ
ば
、
同
十
六
年
一・-Jj
現
在
の
生

徒
は
第

一
部
一
ダ
名
（
志
願
れi
-

•

名
）、
第
一
面祁
：1名
（
志
馴
h

- .

i名
）
の
汁
万

「
エ
芸
研

名
に
過
ぎ
ず
、
教
員
は
二
十
名
と
あ
る
が
、

Ri任
教
且
は
助
教
授
（
東
京
美
術

学
校
助
教
授
を
兼
任
）
山
崎
凡
比
太
郎

一
人
と
い
う
、
極
め
て
小
規
校
の
も
の
で

あ
っ
た
。
戦
且
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
（
北
）
は
本
校
戟
且
の
兼
任
を
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芥

取

昭
和
十
六
年
三
月
一
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湖

額

一
年

額

＿

1ー

無

給

パ

属
託
教
且
、
屎
託
酪
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、
讃
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属
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表
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田
源
一

型

助
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一

、

一

四

0

0
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山
崎
覺
太
郎

一
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五
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0
0
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開
所
と
同
時
に
支
援
組
様
と
し
て
工
芸
協
狡
会
が
設
立
さ
れ
た
。
理
事
長
は

同
講
習
所
長
、
理
事
は
同
所
長
が
屎
託
す
る
者
と
し
、
会
且
は
同
講
習
所
に

一

万
円
以
上
の
物
件
を
寄
付
し
た
者
を
特
別
賛
助
会
員
と
し
、
同
会
維
持
金
と
し

て
百
円
以
上
醸
出
し
た
者
を
将
通
会
員
と
し
た
。
そ
し
て
、
四
月
か
ら
六
月
ま

で
の
間
に
服
部
時
計
店
社
長
服
部
玄
三
か
ら
五
万
円
、
大
阪
の
水
田
誠
治
、
水

田
泰
―
―
-
、
斎
藤
漆
器
店
社
長
斎
藤
嘉
兵
衛
か
ら
各
一
万
円
の
寄
付
が
あ
っ
た
。

以
下
、
昭
和
十
六
年
度
以
降
の
変
逗
の
概
要
を
記
す
。
先
ず
戯
員
表
を
掲
げ

る
が
、
こ
れ
は
同
諧
習
所
の
「
従
昭
和
十
五
年
辞
令
伝
逹
簿
」
、
「
職
員
屈
歴

虫
い
」
そ
の
他
に
よ
っ
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
敗
戦
ま
ぎ
わ
か
ら
敗
戦
後
に

つ
い
て
は
資
料
が
不
十
分
な
た
め
、
不
明
の
部
分
が
多
い
。

そ
の

昭
和
十
六
年
貶
の
生
徒
数
は
新
入
生
第

一
部
六
名
、
第
一一
部
八
名
で
、
前
年

低
入
所
生
一

i

一名
（
五
名
中
二
名
退
所
）
と
合
わ
せ
て
十
七
名
と
な
っ
た
。
教
師

陣
も
整
い
、
律
ITI信
夫
（
教
授
、
主
事
、
鈎
金
）
、
森
田
武
（
教
授
、
図
案
）
、

山
崎
{
凡
太
郎
（
助
教
授
ヽ
漆
エ

y
山
脇
洋
二
（
同
ヽ
彫
金

y
八

田

辰

之

助

（
同
、
鍛
金
）
、
中
田
満
雄
（
助
手
、
図
案
）
、
内
藤
四
郎
（
同
、
金
工
）
、
吉

田
丈
夫
（
康
託
、
漆
エ
）
、
加
藤
一
（
土
師
崩
。
痰
託
、
陶
器
、
無
給
）
‘
-）
谷

純
之
助
（
頻
託
、
鋳
金
）
と
い
う
顧
触
れ
が
揃
っ
た
。
加
藤
以
外
は
全
て
束
原

美
術
学
校
出
身
者
で
、
津
田
、
森
田
、
山
崎
、
山
脇
、
八
田
は
同
校
よ
り
転
任

な
い
し
兼
任
。
中
田
は
昭
和
六
年
図
案
科
卒
業
後
『
帝
国
工
芸
』
編
集
に
従
市

し
、
光
風
会
、
新
文
股
に
作
品
を
発
表
し
て
い
た
。
内
藤
は
同
年
金
工
科
を
卒

業
後
、
帝
股
、
新
文
股
に
出
品
し
て
い
た
。
古
田
は
同
十
四
年
漆
工
部
卒
業
。

加
藤
は
大
lF
三
年
瀬
．
い
第

i

砂
常
邸
等
小
学
校
邸
等
科
卒
業
後
、
瀬
戸
で
陶
両

工
と
し
て
拗
き
、
愛
知
Inが
密
槃
学
校
助
手
、
岐
ヽ
駐
似
技
師
な
ど
を
勤
め
、

工芸技術，溝肉所職員表（教且部）

昭和15年 16 17 I 8 I 9 20 21 22 23 24 25 26 27 

11.8(15, 16年度請師）六角紫水．清水南山 和田三造，津田信夫，呑取秀真．石田英一．海野清．森田亀之助．高村豊周，広Ill松五郎

ll.30山埼党太郎（助教授） 8.18（教授）6.30休職ー2.28
1.28(16年度請岱）松日惰六．丸山不忘，深湧嘉臣．羽野禎三．森田武．内藤春治．八田辰之助．磯矢闘．山脇洋二
4.14中日渇廷（嘱託）
-6.3（助手） 7.31（助教授） ？.. 

4.14内藤四郎（霜託＼
-6.3（助手） 8．3l（助教授）一

4.21吉日丈夫（嘱託） 12.20_7.31 
5.19山笞洋二（助教授‘

（助手）
6.30 

6.9津田信夫（教授．主事） 6.1 
6.9森臼武（教授） 6.3 
6.3八巴辰之g1(i1教授｝ — ．．． 7.30蔽死

7.14冨本憲吉（教授）

12.20加屈土E祁韮（啜託） •? ----
7.31（主喜） 7.1 

12.20戸谷粍之助（嘱託｝ —?•--- ？写沢f舒（教：受

l.3l/1I打半次郎（濃託）
3.3困内政珪（器時試験委員嘱託）

4.10藤本能道（嘱託．助手） 5.31 
5.31呉田恵（嘱託｝

10.26谷内治協（潟紀）
4.30井沢忠（臨時嘱託）
4．刃佐々 文夫（臨時嘱託｝

8.30小城久次朗（嘱託）
11.6前田泰次（構詞） 一―---?-----

10.31百JII菊石衛門（啜託）
10.31野口芳良（嘱託）

3.1山永源吉（嘱託）

3
 

3.6磯矢陽（教授）
12.31末田利一（助教授）

4.1田中芳郎（講師）

4.28浅舒隔（埠的）
• 3. 
-3. 

10．上原之節（潟的） 3 

外に佐藤潤四邸（任免時不明）
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工芸技術溝習所戦員表（事務部）

昭和年

15 17 
I I I 

ll l5，言巳汗ー（所長） 5.20 
5.20・6. l永井浩（所長）

6.1上野口昭（所長）
6.20村田良策（嘱託）

ll.15宮本純一（書記）一 12.28 6.19浦＂双観（書記）

II．琺屈璽吉（書記）-6.30 -- L_  1.31 
7.23白石太馬雄（●記） -- -- ?— 

12.16笥崎謙斎（書記） 6 20山下民蔵（嘱託）一•--? ----・. 
Ls.31（嘱託） ？ ？酒井市三郎（嘱託）ー・..?...ー・一

11.30-4.30西問木久邸（嘱託） 4.1大友春松（嘱託）—~-一• ? -- - - - -- - -- ----- -•一（事務長）ー3.
4.1瀬谷舅弘（嘱託l—- . .? -----

16 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 

7.27 

7.27（所長） 3.31 

海野清（主事）
？ー・・ -3.

2. IO-？樋田マツ（雇）

2.28三木磐根（嘱託）
L8.3l 

I 4-4.30徳田国見（雇嘱託）
2. 18-5. 18野崎干鵡子（雇） 7.31飯島潔（雇）

5.31鈴木次郎（雇） 6.13 1.20福島テル（雇）-5.31
3.23—3.8菅井タマ（雇） 9.30―9. 15江上冨美子（雇） 4.20戸塚岸男（眉）一.? -.. 

渭原寿々子 ．？ 5.31ー 1.25真野玉枝（雇） 11.30白井波津（雇）・？一塩原寿々 子（小使）
10 . 31LlJIII猛（書記）—-一--?---·-· ?-- 3. 

5.13-7.31山田静子（雇）

8.31斎藤ケサ世（雇）ー・？ ．

大山倍（庶務・教務俣長
9. --• 3 

恩田E久恵
’--． 3, 

出張講習教窒製作品 陶磁悩図案

（ガ程l舎渋が製陶所松山文雄氏蔵）

一
、
講
忍
口
目
的

昭
和
十
七
年
四
月
十

日

エ
藝
技
術
講
習

1r_
 

3
 

~
 

問
し
ば
し
ば
兵
役
に
服
し
、
同
十
五
年
八
月
以
降
は
窯
を
開
い
て
自
常
す
る
に

至
っ
た
。

-J
谷
は
同
十
五
年
鈎
金
部
卒
業
で
あ
る
。
こ
の
年
、
各
戦
且
は
学
術

研
究
、
工
芸
小
梢
調
査
、
製
作
実
習
等
の
た
め
全
匡
各
地
へ
出
張
し
た
。
な

お
、
講
習
所
の
校
が
11

と
し
て
は
東
京
美
術
学
校
の
木
造

二
階

建

一
室

(
+
ニ

坪
）
を
事
務
室
に
、
同
一
室
(
+
五
坪
）
を
教
官
室
に
、
同
二
室

（
二
十
坪
、

二
十
四
坪
）
を
教
室
に
伯
用
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

翌
十
七
年
度
に
は
生
徒
数
一
＿＿
十
二
名
と
な
っ
た
。
教
員
は
戦
員
表
に
明
ら
か

な
と
お
り
、
殆
ど
異
動
が
な
か
っ
た
が
、
岐
阜
県
邸
山
市
に
第
一
回
出
張
講
沓

教
室
を
開
く
と
い
う
大
き
な
出
来
事
が
あ
っ
た
。
そ
の
実
施
要
網
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

今
般
本
所
に
於
て
宜
地

工
肱
荘
技
術
習
得
の
岱
、
岐

n'縣
益
山
市
二
臨
時
出
張

講
肉
を
な
す
事
に
決
定
候

に
依
り
、
以
下
各
條
項
御

一
党
の
上
生
徒
参
加
に
対

し
御
門
同
を
得
た
＜
沢
慈

を
得
候
也

869 第 1節 昭和 16年



其
の
土
地
他
統
の
特
殊
工
藝
に
就
て
、
其
の
生
所
状
態
及
其
の
技
術
を
研

究
し
生
徒
の
宜
技
習
得
と
共
に
、
適
営
な
る
方
法
に
依
り
身
心
錬
的
の
修

滋
を
為
す

一
、
諧
習
科

H

主
と
し
て
木
材
工
在
と
飛
騨
朴
炭
塗
、
及
陶
磁
器
製
作
の
箕
地
錬
忍
11
及
共

の
製
作
法
講
座
、
其
の
他
飛
騨
文
化
史
講
陀

一
、
宿
泊
及
食
事

心
⑲
山
市
の
閑
抑
な
る
城
山
に
あ
る
保
点
寺
を
紺
合
に
宛
て
、
氏
れ
は

111下

旅
館
よ
り
供
給
す
る
事

一
、
投
用

〔
逍〕

小
徒
自
身
の
往
復
旅
代
、
滞
在
中
の
食
事
、
小
使
に
て
、
現
在
束
原
勉
根

に
要
す
る
よ
り
も
超
過
す
る
事
な
し

同（同）

心
四
山
出
張
講
習
教
室
に
つ
い
て
ほ
「
岐
れ
県
凶
山
市
臨
時
出
張
講
習
日
誌

喘
昇
咋
猜
ヰ
謡
工
芸
技
術
講
叫
所

」
と
「
昭
和
十
八
年
度

(
F師符
語
砂
〗
が
）

岐
印
県
悩
山
市
出
張
教
室
日
誌
工
芸
技
術
講
習
所
」
の
二
冊
の

U
誌
が
残
っ

て
い
る
。
と
も
に
毛
液
ま
た
は
ヘ
ソ
で
氾
入
さ
れ
、
関
辿
新
聞
氾
市
切
り
抜
き

や
手
紙
な
ど
が
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
。
前
名
に
茄
づ
い
て
十
七
年
度
に
つ
い
て

●

:11
う
と
、
藤
本
能
道
（
助
手
格
）
を
は
じ
め
と
す
る
十
一
名
の
牛
徒
が
参
加

し
、
中
川
濫
雄

、

•J
谷
純
之
助

、

吉
川
丈
夫

、

内
藤
四
郎
ら
が
一
カ
月
交
代
で

出
‘
l
n
J
い
て
監
仔
に
あ
た

っ
た
。
一
行
は
四
月
十
丘
El
．ぃ四
111沿
。
宿
舎
は
城
山
中

股
の
保
ル
寺
（
住
戦
市
川
宏
立
。
州
洞
宗
。
現
在
の
浄
土
真
宋
照
迎
寺
本
欽
の

位
が
い
に
こ
の
寺
が
あ
っ
た
）
で
、
建
物
の
一

一階
四
十
代
敷
広
間
を
一
カ
JJ
四
十

円
で
借
用
し
た
と
い
う
氾
録
が
あ
る
。
一
行
は
は
じ
め
木
工
指
祁
所
、
渋
背
●
焼

司 陶製白品（同）

松山窟に残る講料所名入 りの器

生
徒
保
証
人
殿

月
＊
日
ま
で

右
に
よ
り
溝
習
を
な
す
も
其
の
期
間

中
、
生
徒
の
監
仔
或
は
衛
生
に
付
て

は
、
職
員
に
よ
っ
て
渕
全
な
る
注
心

を
な
す
べ
し

邸
二
十
錢

一
、
期
間

．．
 

以
ー

i

四
月
十
四
日
よ
り
七

第3平

片
泊

＿
‘
-
日
（
三
食
付
）
食
費

戦

費
用
細
11
ぱ
次
の
如
し

一
、
東
以
ー
ー
沿り
111間
根
小
割
引

六
趾
四
十
五
錢

L
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当時のままの）月叱舎渋1,Y窯工場

松
山
窯
、

田
窯
、

場
、

渋
甘
十
f

冗
店
、
戸

rn中
松
祐
斎
工

民
家
、
飛
郭
木
工
株

式
会
社
な
ど
を
見
学
し
、

松
山
密
で
下
絵
付
け
や
鞘
櫨
の
錬
習
を
し
た
り
、
木
工
指
祁
所
で
恩
Ill
迫
太
郎

技
師
（
東
窮
凶
等
工
業
学
校
出
身
）
の
講
義
を
聞
い
た
り
、
あ
る
い
は
宿
舎
で

図
案
を
描
い
た
り
し
た
が
、
暫
く
し
て
木
工
組
（
恩
田
技
師
指
祁
）
と
渋
平
組

（
松
山
吉
一
指
祁
）
に
別
れ
て
実
習
を
始
め
た
。
溝
習
は
八
月
一
日
に
終
了
し

た
が
、
窯
入
れ
が
延
ぴ
た
た
め
中
田
と
藤
本
の
二
人
は
九
月
六
日
ま
で
居
残
っ

t

)

。
t
 期

間
中
、
所
長
澤
田
孫
一

、
教
官
森
田
武
、
律
田
信
夫
、
加
藤
土
師
荊
、
山

的
立
太
郎
お
よ
び
事
務
且
筒
崎
謙
斎
、
佐
藤
屯
吉
ら
が
i"9
山
へ
出
張
。
工
芸
関

係
者
座
談
会
（
五
月
十
一
1

日
、
於
保
ル
寺
）
、甜
工
会
主
催
工
芸
講
演
会
（
八
月

一
日
、
於
同
所
）
、
製
作
品
展
烈
会
（
九
月
四
日
、
於
信
用
組
合
）
な
ど
が
開
か

で
分
教
宅
を
開
設
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

れ
た
。
こ
の
出
張
教
室
の
試
み
が
予
期
以
上
の
成
果
を
あ
げ
た
た
め
、
以
後
術

年
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

成
功
の
背
娯
に
は
中
川
瀾
雄
の
並
々
な
ら
ぬ
尽
力
が
あ

っ
た
。
中
田
は
凶
山

市
に
近
い
萩
原
の
出
身
（
出
生
地
は
岐

nfnが
大
野
郡
山
之
17
村
）
で
、
そ
も
そ

も
硲
山
市
で
出
張
講
習
教
室
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
彼
の
怜
旋
に
よ

る
ら
し
い
。

長
瀬
克
次
は
「
飛
騨
に
つ
な
が
り
の
あ
っ
た
陶
芸
家
ー
|
'
｛
い
木
虫

~
i

吉
を
中
心
に
し
て
ー
|
」

(『高
山
市
医
師
会
報
』
第
iqi
十
四
咎
第
九
号
、
昭
和
五
十

九
年
八
月
）
の
な
か
に
中
田
の
こ
と
を
也
い
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
中
Ill
は

終
戦
を
は
さ
ん
で
五
年
ば
か
り
萩
原
に
滞
在
し
た
あ
と
、
東
京
に
移
住
し
、
文

化
服
装
学
院
で
教
粧
を
と
り
、
晩
年
は
よ
く
花
の
絵
の
個
展
を
開
い
た
と
い

う゚こ
の
年
の
十
二
月
以
降
は
横
浜
市
港
北
区
日
吉
町
ニ
―
-＿
七
の
加
藤
土
師
瓶
宅

木工指祁所にて
後ダlJ左より佐々文夫、 1人おいて松H
勝男、 1人おいて古藤太郎
前列、技師代梢季三か (JI；波唯ふ氏提
供）

中廿1満雄と林胚雄昭和18年llJl
頃右後方に辻ケ森神~I：の森が見
える（林［祖雄氏提供）
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（
以
上
ノ
各
々

＿一
色
釉
ヲ
應
JTl
ス
ル

モ
可
）

加
藤
出
張
教
室
宜
習
要
項

一
、
期
13

昭
和
十
七
年
十
二
月
十
七
日

S
十
八
日

S
十
九
H

昭
和
十
八
介

一
月
中

旬
以
降
毎
週
一

i

一日
問
豫
定
ノ
収
習
ノ
修
了
マ
デ
ノ
期
問

一
、
鉗
習
課
題

皿
、
（
径
五
六
寸
）

瀬
戸
風
ノ
陶
器
体
ノ
土
ヲ
使
JTl
ツ
、

ト
シ

テ
ハ

二
、
赤
絵
ノ

モ
ノ

ロ
ク
ロ
成
形
ニ
ョ
リ
仕
上
ゲ
技
法

一
、
鉄
、
Inペ
須
土
ョ
リ
線
描
ヲ
主
ト
セ
ル
モ
ノ

二
、
彫
刻
ヲ
ア
ッ
ラ
ヒ
ク
ル

モ
ノ 右後方辻ヶ森神社の森の手1]ijが'{ii舎の林家

（林椛雄氏提供）

一
、
初
歩
化
学
頂
駿

宜
技
修
得
ノ

一
面
初
歩
ノ
化
学
的
宜
稔
ヲ
ナ
ス

(
「

n昭
和
十
五
年
ぼ
土
地
建
物
二
関
ス
ル
困
類
紘

本
年
貶
（
十
八
年

一
月

-=-+H)
に
は
第
一
回
生
（
十
六
年

一
月
二
十
七
日

入
所
）
の
う
ち
第
二
部
の
米
内
泰
二
、
黒
木
数
、
黒
瀬
健
次
が
卒
業
。
次
い
で

第
一
部
の
各
務
満
、
藤
本
能
追
、

一
噌
政
治
、
武
樋
貞
治
、
第
二
部
の
島
村
炭

二
、
大
隅
弘
造
、
{
fJ
木
利
夫
、
加
納
真
一
郎
、
岡
本
栄
司
、
山
下
邦
都
、
渡
辺

紀

ー
が
卒
業
し
た
。

十
八
年
度
は
生
徒
数
三
十
五
名
（
内
応
召
六
名
）
、
教
員
に
吉
田
丈
夫
（
助

手
、
漆
エ
）
、藤
本
能
迫
（
邸
託
、
図
案
）
、
梶
田
恵
（
同
、
木
工
）
、
谷

内

治

柏

林家玄関付近 昭和18年7月（同）

苺
ぢ
届
漏
5
"
所
」
）

林房（ふさ） （同）

第 3年 戦 時 下 872 
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幽螂1餌10月8日
蛉船直輝雇老i

作品展示会ボスクー

（松山文雄氏蔵）

-）。
キ
‘

っ （同、

無
給
）
ら
が
採
川
さ
れ
、
山
的
凡
比
太
郎
は
教
授
に
、
中

ru澁
雄
、
内
藤

四
郎
ほ
助
教
授
に
外
格
し
た
。
藤
本
は
昭
和
十
六
年
束
点
芙
術
学
校
図
案
祁
を

卒
業
後
、
前
記
の
よ
う
に
十
八
年
工
芸
技
術
講
習
所
を
卒
業
し
た
。
梶
川
は
明

治
四
十
四
年
束
原
美
術
学
校
図
案
科
を
退
学
後
、
木
工
芸
品
製
作
に
従
市
し
、

股
股
、
帝
殷
、
新
文
股
に
出
品
し
た
外
、
宮
内
省
調
度
寮
依
砒
ボ
ソ
ボ
ニ
ニ
飾

棚
、

東
京
府
美
術
館
便
殿
家
＂〖、
日
赤
木
社
便
殿
お
よ
び
貸
賓
室
家
1
1豆
そ
の他

を
製
作
。
海
外
の
栂
覧
会
で
も
邸
宜
を
獲
得
し
て
名
を
馳
せ
た
人
だ
が
、
戦
時

中
岩
手
印
パ
に
疎
開
し
、
同
地
で
歿
し
た
の
で
、
滞
習
所
で
そ
の
力
を
十
分
発
揮

す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
谷
内
は
大
正
十
一
年
同
じ
く
図
案
科
卒
で
、
岩
手

県
韮
業
技
手
、
島
取
117が
商
工
技
手
、
貿
易
局
技
師
、
工
芸
指
祁
所
技
師
等
を
姫

任
。
昭
和
十
八
年
以
降
日
本
漆
器
統
制
協
会
専
務
理
事
を
つ
と
め
て
い
た
。

本
年
の
邸
山
出
張
教
室
は
四
月
十
四
日
か
ら
八
月
末
日
ま
で
開
か
れ
、
中
田

禍
雄
、
律
田
佑
夫
、
加
藤
土
師
崩
、
森
田
武
、
藤
本
能
近
、
白
石
太
馬
雄
、
節

崎
謙
斎
ら
が
出
張
し
て
指
祁
、
監
理
に
あ
た
っ
た
。
宿
舎
は
前
年
と
同
じ
で
あ

十
九
年
度
の
邸
山
出
張
教
室
は
五
月
一
日
か
ら
九
月
末
日
に
か
け
て
実
施
さ

祁
的
地
位
に
つ
い
た
。

十
九
年
五
月
末
か
ら
六
月
に
か
け
て
は
東
京
美
術
学
校
改
革
の
余
波
を
受
け

て
澤
田
所
長
を
は
じ
め
津
田
、
森
田
、
山
崎
ら
首
脳
部
が
退
陣
し
（
山
的
は
六

月
三
十
日
休
戦
を
命
ぜ
ら
れ
、
二
十
一
年
二
月
二
十
八
日
に
正
式
に
辞
戯
）
、
五

月
に
一
時
東
京
美
術
学
校
長
事
務
取
扱
と
な
っ
た
永
井
沖
が
所
長
を
兼
任
し
た

の
ち
、
六
月

一
日
に
は
同
校
校
長
に
就
任
し
た
上
野
直
昭
が
所
長
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
七
月
十
四
日
に
は
同
校
教
授
砧
本
湛
吉
が
講
苦
所
兼
任
と
な
り
、
指

邸山市における工芸技術講習所（乍品展にて

中田満雄（左）と藤本能泊

（吉田人）く氏提供）
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れ
、
中
田
満
雄
、
藤
本
能
迫
、
窃
本
磁
吉
、
内
藤
四
郎
、
捉
田
恵
ら
が
指
祁
゜

今
回
は
上
岡
本
辻
ケ
森
神
社
境
内
の
木
造
平
家
建
一
棟
（
八
骰
、
六
戸
ヰ
各
ニ

間
、
代
渡
人
北
村
長
之
助
）
が
宿
舎
に
あ
て
ら
れ
た
。
そ
の
間
、
九
月
二
十
八

は
や
し
ふ
さ

日
に
は
財
団
法
人
原
田
和
善
会
が
同
神
社
に
隣
接
す
る
林
房
所
有
の
土
地
、
建

物
を
買
い
上
げ
、
講
習
所
分
教
場
と
し
て
無
依
代
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
、
居
住
者
の
立
ち
退
き
、
内
部
の
校
様
替
え
等
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
新
た

に
校
舎
を
建
設
す
る
計
画
も
市
役
所
と
の
問
で
進
め
ら
れ
た
。

昭
和
二
十
年
に
な
る
と
戦
局
は
日
に
日
に
悪
化
し
、
東
京
で
の
教
育
活
動
は

困
難
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
左
記
の
文
t
]
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
む
し
ろ

i"回
山
を
本
拠
地
と
し
て
講
習
所
の
活
動
を
続
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

〔
昭
和
二
十
〕
年
四
月
十
―
―

-
H

宛

文
部
省
専
門
数
育
局
長

関

口

勲

本
所
学
徒
勤
労
動
且
二
関
ス
ル
件

本
所
―
―於
テ
ハ
学
徒
勁
労
二
関
シ
別
紙
案
二
依
リ
計
祝
致
シ
居
候
二
付
御
訂

可
相
成
度
此
段
及
申
諮
候

工
務
技
術
講
習
所
勤
榜
計
甜

一
、
計
盆
理
由

本
所
生
徒

ハ
在
来
マ
デ
駆
徒
勤
傍
中
二
含
マ
レ
ズ
授
業
ヲ
紹
ヶ
ク
ル
モ
、

生
徒
自
体
ノ
時
屈
ヘ
ノ
認
識
盆
早
二
在
来
ノ
授
業
ノ
中
二
安
穏
二
育
成
サ

〔
快
〕

ル
、
事
二
付
テ
他
ヲ
顧
ミ
テ
心
良
シ
ト
七
．
ス
、
出
来
得
レ
．
ハ
国
家
ノ
痰
諮

ニ
ョ
ル
勤
梵
ニ
ョ
リ
行
料
一
致
ノ
粕
神
二
立
脚
シ
テ
学
徒
ト
ッ
テ
ノ
，
11サ

ヲ
禍
足
ッ
ク
キ
希
屯
ア
リ
、
最
近
二
於
テ
ハ
生
徒

n体
ノ
発
涵
二
依
リ
毎

所
長

ル
モ

ノ
ナ
リ

第 3窪

五
月
ョ
リ
十
月
末
ノ
期
間
二
年
生
全
部
及
数
職
且
ヲ
出
張
セ
ッ
メ
勤
房
卜
戦

Fl
耀
日
毎
二
都
美
術
館
内
ノ
軍
介

W
―-fl発
的
二
勤
榜
七
ル
程
ノ
熱
邸
ヲ

示
シ
居
ル
状
態
ナ
リ

本
所
ハ
昭
和
十
七
年
以
来
閥
山
市
二
分
数
場
ヲ
計
祉
シ
、
大
体

一
年
ノ
内

駐
修
ト
ヲ
兼
ネ
タ
ル
数
育
ヲ
実
施
セ
ル
所
其
ノ
成
果
見
ル
ペ
キ
モ
ノ
ア

リ
、
依
テ
先
般
来
文
部
省
二
其
ノ
正
式
ノ
認
可
ヲ
願
出
居
ル
次
第
ニ
シ
テ

〔
授
〕

今
般
ノ
受
業
停
止
令
二
到
ッ
テ
其
ノ
古
四
山
二
於
ケ
ル
施
設
ヲ
利
用
シ
狸
恕

的
ナ
ル
勤
労
計
梵
ヲ
行
ハ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

i

、
勤
努
受
入
方
法
及
勤
努
作
業
内
容

生
徒
勤
榜
ノ
受
入
先

2"四
山
市
役
所
ニ
ッ
テ
市
ノ
予
箕
中
ノ
エ
総
面
硲
盆
以

〔
酬
〕

或

ハ
産
業
課
ノ
新
研
究
股
等
ョ
リ
生
徒
二
劉
シ
テ
ノ
報
シ
ウ
ヲ
支
給
サ
ル

事
ト
ス

一
、
作
業

其
ノ
勤
榜
作
業
内
容
ハ
主
二
陶
磁
器
、
木
工
等
ニ
ョ
リ
民
孟
或
ハ
宜
命
ニ

依
ル
作
業
二
到
シ
生
徒
戦
且
ノ
慈
肝
力
、
技
術
、
努
カ
ヲ
動
且
七
ソ
ト
ス

邸
山
市
ノ
産
業
状
態
ハ
戦
前
マ
デ
エ
牲
的
ナ
ル
技
術
ヲ
主
卜
七
ル

一
般
バ
[

活
品
ガ
主
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
シ
モ
最
近
其
ノ
技
術
ガ
軍
曲
製
作
二
組
織
ガ
ヘ

サ
レ
其
ノ
中
心
ヲ
市
産
業
課
ガ
掘
リ
居
リ
、
新
研
究
等
二
到
シ
テ
各
工
場

〔
マ
マ
〕

ガ
幾
多
ノ
必
要
ヲ
感
ジ
居
ル
次
第
ナ
ル
故
其
ノ
究
研
等
ヲ
市
ヲ
通
ジ
テ
本

所
ガ
委
堀
サ
ル
事
等
又
悩
山
出
張
直
二
計
粛
ス
ベ
キ
作
業
ハ
市
旅
業
課

ヨ
リ
市
民
四
幽
人
二
到
ッ
テ
配
給
ス
ペ
キ
陶
製
食
器
ノ
製
作
ナ
リ

以
上
ノ
如
ク
現
地
二
即
應
シ
作
業
ヲ
進
行
サ
ス
岱
ニ
ハ
巾
骰
業
諜
ガ
其
ノ

受
入
ノ
中
心
ト
ナ
ル
市
ヲ
使
宜
ト
ッ
又
市
n11体
モ
ソ
レ
ッ
希
叩
七
ル
故

ニ
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こ
の
計
画
が
実
行
さ
れ
て
諸
学
校
授
業
停
止
期
間
中
も
講
習
所
の
活
動
は
統

け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
「
古
い
山
疎
開
」
と
呼
ば
れ
る
。

今
回
宿
舎
と
な
っ
た
の
は
旧
林
家
（
岡
本
町
二
丁
目
二
五

0
番
地
）
で
あ

る
。
林
家
長
男
隆
雄
氏
の
回
想
記
（
未
定
税
）
に
よ
れ
ば
、
当
主
の
林
房
は
翡

山
市
長
か
ら
海
叩
工
廠
鈴
鹿
工
場
の

一
部
が
邸
山
に
疎
開
す
る
の
で
、
技
術
監

督
官
（
海
軍
高
級
将
校
）
の
宿
含
に
広
大
な
家
屋
を
提
供
す
る
よ
う
要
諮
さ
れ

た
が
余
り
喜
ば
ず
、
断
る
方
法
に
苦
慮
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
折
り
し
も
講
習
所

宿
舎
と
す
る
話
が
持
ち
上
が
り
、
こ
ち
ら
を
承
諾
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の

際
、
美
術
学
校
所
蔵
美
術
品
を
一
部
疎
開
さ
せ
る
た
め
土
蔵
を
開
放
す
る
こ
と

や
食
糧
の
現
地
調
達
と
食
事
の
世
話
な
ど
を
依
頼
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
記

録
の
上
で
は
原
田
和
筈
会
が
家
屋
、
士
地
を
買
い
上
げ
て
講
習
所
に
無
伯
貸
与

し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
売
買
さ
れ
た
わ
け
で
な
く
、
講
習
所
な

い
し
東
京
美
術
学
校
が
高
山
を
引
き
上
げ
た
後
も
林
母
子
は
そ
の
家
に
住
ん
だ

と
い
う
。
宅
地
は
四
八

0
坪
、
家
は
建
坪
約
―
―
―
坪
の
一
部
二
階
建
木
造
住

宅
で
、
外
に
土
蔵
そ
の
他
が
あ
り
、
広
い
庭
園
の
向
う
に
は
辻
ケ
森
神
社
の
杉

の
巨
木
が
林
立
し
、
奥
ゆ
か
し
い
趣
き
が
あ
っ
た
。
林
家
か
ら
五
F11
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
坂
逍
を
登
っ
た
所
に
松
山
常
吉
のt力
国
舎
渋
草
窯
と
戸
田
究
~
（
の
ち
他
ヘ

リ 右
ノ
如
ク
計
盆
セ
リ

前
記
セ
ル
如
ク
宿
舎
其
他
ノ
施
設
ヲ
本
所
ガ
所
有
ス
ル
故
二
職
員
生
徒
起

居
ヲ
共
ニ
ス
ル
次
第
ナ
レ
バ
夜
間
等
ハ
講
義
或
ハ
他
ノ
学
修
二
査
ス
ベ
キ

時
間
ハ
多
拙
ニ
シ
テ
又
作
業
ガ
全
部
エ
葱
技
術
ノ
應
用
範
間
二
依
ル
モ
ノ

ナ
ル
ク
メ
勤
努
即
学
修
ノ
理
想
的
ナ
ル
計
画
ナ
ル
事
ヲ
自
認
ス
ル
モ
ノ
ナ

移
転
）
が
あ
り
、
陶
器
の
実
習
は
は
じ
め
松
山
の
窯
で
専
ら
行
わ
れ
、
生
徒
の

試
作
品
や
彼
ら
が
作
っ
た
小
民
な
ど
が
今
も
そ
こ
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
登
り

窯
は
す
で
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
眺
め
の
良
い
W
四
ム
11

の
作
業
楊
は
当
時
の

ま
ま
残
っ
て
い
る
。
窪
本
瑚
吉
が
赴
任
し
た
の
ち
、
戸
田
柳
蔵
窯
で
実
密
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
木
工
指
迎
所
の
方
は
宿
舎
か
ら
や
や
辿
い
田
ん
ぼ
の

中
に
あ
っ
た
。

林
房
は
教
投
の
あ
る
確
り
し
た
女
性
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
戦
局
が
深
ま
り
、

兵
隊
に
も
行
か
ず
絵
を
描
い
た
り
瀬
戸
物
を
作
っ
た
り
し
て
い
る
生
徒
に
対
し

て
周
囲
が
穀
つ
ぶ
し
呼
ば
わ
り
し
か
ね
な
い
時
期
に
あ
っ
て
も
、
生
徒
や
教
且

の
世
話
を
自
分
の
使
命
と
し
、
或
い
は
市
役
所
に
談
判
に
行
き
、
或
い
は
伝
手

を
頼
っ
て
生
活
物
沢
の
調
逹
に
辿
日
奔
走
し
た
。

講
習
所
は
昭
和
二
十
年
末
に
邸
山
を
引
き
上
げ
た
。
そ
の
後
、
旧
林
家
は
二

十
一
年

、

二
十
一
一
年
の二
回
、
東
~
凩
美
術
学
校
夏
季
研
究
会
の
宿
舎
と
し
て
利

JTI
さ
れ
、
上
野
校
長
を
は
じ
め
教
且
、
生
徒
多
数
が
滞
在
し
た
。

さ
て
、
ウ
釦
本
悠
吉
は
終
戦
前
後
の
最
も
困
難
な
時
期
に
講
料
所
主
巾
と
し
て

運
営
に
尽
力
し
た
。
上
野
直
昭
の
日
記
に
よ
っ
て
も
そ
の
奔
走
ぷ
り
が
推
察
で

き
る
。
芹
沢
娃
介
や
稲
垣
稔
次
郎
を
迎
え
て
染
織
部
門
も
開
拓
し
よ
う
と
し
た

よ
う
で
あ
る
。
昭
和
二
十
年
初
頭
に
彼
が
講
習
所
の
た
め
に
立
て
た
左
記
の
計

画
也
も
残
っ
て
い
る
。

内
規
制
定
伺

〔
上
野
直
昭
、
富
本
憲
吉
、
山
下
検
印
〕

本
所
規
則
第
一
條
ノ
主
旨
ヲ
逹
成
セ
ン
ガ
為
二
其
ノ
教
育
ノ

H
椋
及
根
修
進

行
朕
態
二
関
ス
ル
内
規
別
紙
ノ
通
制
定
相
成
可
然
哉
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一
、
日
木
佃
統
ノ
工
芸
技
術
ノ

正
ッ
キ
他
承
卜
発
展

一
、
科
学
ノ
発
逹
二
伴
フ
工
業

新
材
料
ノ
工
芸
的
利
用

一
、
貿
易
刷
新
二
寄
輿
ス
ベ
キ

工
芸
ノ
原
範
的
研
究

一
、
新
体
制
下
二
於
ケ
ル
工
芸

慈
匠
ノ
規
準
研
究

nv 
ツ持ヲカ匠意キ、ン正
成錬ノ者術技芸工

育教成完

課学 技 実

！［ 

.. ．,_, 9._. 
、、、、

海外作新材料芸計各淳

事梢 ノ祉塁活塁技

学翡牧
調査 研究 在調ノ

ト ト ト追究

輪出 其ノ 其ニ成完

品應塁 ヨ

試作 工ル

基
下技

一
礎教

ー
ー学

育

課

第

一
條

本
所
ノ
教
有
目
的
指
祁
ノ
細
部
網
目
左
表
ノ
如
ッ

一
、
自
然
観
察
↓
図
案
構
成

i

、
古
作
品
ノ
模
双

一
、
給
画

・
塑
造

一
、
各
種
工
芸
品
図
案
製
作

一
、
各
種
工
芸
技
術
ノ
基
礎
実
習

三
〗

[。[
[

[

-8

工
芸
慈
匠
学

工
芸
史
、
文
様
史

各
種
工
芸
製
作
法

内
規

（
昭
和
二
十
年

i

月
伺
定
）

本
所
規
則
第
一
條
ノ
主
旨
ヲ
逹
成
セ
ン
ガ
岱
二
其
ノ
教
育
方
針
並
二
根
修
進

行
状
態
二
閃
ス
ル
内
規
左
ノ
通
定
I
1

し
か
し
、
戦
後
講
習
所
は
預
金
の
面
で
も
、
ま
た
教
育
制
度
上
の
而
で
も
支

即
が
生
じ
て
難
航
に
陥
っ
た
。
鈷
本
自
身
、
思
う
と
こ
ろ
あ
っ
て
、

年 年

脊

期

間

各
稲
潤
究
卜
其
ノ

店
山
出
張
教
杢
二
於
ケ
ル
専
攻
実

計
糊
表
現
及
尊
門
卒
棠
製
作
期
間

実
技
ノ
完
成
研
究

技
追
究
期
問

一

元
ー1
.

一
切
の
公

教

一
）
↓
-
―-
月

完
成
教
脊
期
間

9

9

,

 

塑
造
邸
山
出
張
教
宅
期
各
種
工
芸
図
案
製
尊
攻
実
技
進
究
ノ

閉

作

為

予

備

期

問

柏

生

各

種

工

芸

技

術

実

其

ノ

他

各

種

意

匠

柏

物

邸

生

初

歩

図

案

図

成

羽

LI

計
It
皿
ノ
実
施

案物

構邸

絵
画

可

直

四
月
↓
六
月

一

七
月
↓
九

in

十
月
↓
十
二
月

礎

打

基

教

期

m
 

策
二
條

伽
名

一
、
右
表
ハ
木
所
第

一
部
及
第
一一
部
二
共
通
ス
ル

モ
ノ
ニ
シ

テ
各
部

ニ
於
テ
其
ノ
深
浅
ノ
姜
ア

ル
モ
ノ
ト
ス

一
、
基
礎
教
育
及
完
成
教
育
ノ
期
間
ハ
個
人
ノ
材
能
ヲ
考
胞
シ
テ
其

ノ
時
間
二
仲
縮
性
ヲ
持
ク
ス
モ
ノ
ト
ス

一
、
特
別
講
汲
ハ

工
芸
ノ
鑑
宜
、
工
芸
制
作
上
必
要
ナ
ル
伯
操
及
知

識
ノ
涵
投
、
工
芸
制
作
工
場
ノ
経
党
二
関
ス
ル
理
論
及
輸
出
工
芸

ニ
関
ス
ル
海
外
ホ
桁
等
二
付
講
義
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

本
所

一
年
ヲ
通
ジ
テ
ノ
根
修
進
行
状
態
左
表
ノ
如
シ

弟 31戸戦 時 下 876 



内

藤

四

郎

教

授

戦
を
退
く
決
心
を
す
る
に
屯
り
、
昭
和
二
十

一
年
七
JJを
以
て
辞
戦
し
た
。

東
京
美
術
学
校
内
に
仄
っ
た
講
密
所
は
、
初
め
は
ラ
グ
ー
ザ
記
念
館
を
、
次

い
で
工
芸
部
校
舎
一
階
の
一
部
（
玄
関
を
入
っ
て
左
突
き
当
た
り
）
を
教
室
と

し
て
授
業
を
始
め
、
内
藤
四
郎
、
磯
矢
協
、
田
中
芳
郎
ら
が
中
心
と
な
り
、
芳

手
の
浅
野
膨
、
末
田
利
一
ら
と
と
も
に
金
工
、
襟
工
の
実
技
を
指
祁
し
た
。
生

徒
は
十
人
内
外
で
、
女
生
徒
も
数
人
い
た
。
戦
後
閻
も
な
い
頃
は
全
く
も
の
の

無
い
時
代
で
、
弁
当
と
言
え
ば
蘇
朕
芋
か
ポ
ロ
ボ
ロ
の
外
米
だ
け
で
あ
っ
た

が
、
生
徒
た
ち
は
終
戦
に
よ
る
解
放
感
と
未
来
へ
の
期
待
を
胸
に
教
室
へ
通
っ

た
。
正
規
の
授
業
の
外
に
内
藤
四
郎
、
磯
矢
脱
ら
を
囲
ん
で
話
を
聴
く
機
会
が

多
く
、
そ
こ
に
大
変
和
や
か
な
、
熟
の
よ
う
な
空
気
が
生
ま
れ
、
生
徒
は
粘
神

的
な
面
に
お
い
て
も
得
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
。
一
時
期
、
早
稲
田

大
学
附
屈
の
工
芸
研
究
所
が
廃
止
に
な
り
、
女
性
を
含
む
十
数
名
の
生
徒
を
講

習
所
が
引
き
受
け
た
た
め
、
大
変
賑
や
か
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
理
科
学

研
究
所
の
原
子
爆
弾
研
究
に
関
述
し
て
述
合
軍
司
令
部
が
各
大
学
の
附
屈
研
究

所
に
解
散
命
令
を
出
し
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
だ
が
、
講

習
所
自
体
も
一
時
は
解
散
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
三
年
四
月
、
講
習
所
は
東
京
美
術
学
校
附
属
と
な
っ
た
。
本
年
度

在
窺
生
徒
は
十
八
名
、
指
祁
教
官
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

上
野
面
昭
所
長
（
本
務
は
束
京
美
術
学
校
長
）

担

当

美

術

史

教
授
（
東
京
美
術
学
校
教
授
を
兼
任
）

担

当

楳

漆

実

習
、
蒔
絵
実
習
、
漆
工
用
素
地
実
習
、
工
芸

預
材
学
、
漆
工
製
作
法
、
図
案
実
習

磯
矢

腸

溝
師
（
本
務
は
東
京
美
術
学
校
助
教
授
）

担

当

工

芸

史

工

芸

指

母

法

こ
の
年
七
月
作
成
「
束
京
芸
術
大
学
案
」
文
巾
品
籾
に
よ
れ
ば
、
講
習
所
は
八

島
玉
仙
寄
賠
地
は
狭
溢
で
即
控
も
悪
い
の
で
別
に
土
地
を
捜
し
、
校
舎
を
新
築

し
て
窯
榮
、
染
織
、
木
工
等
の
諸
科
を
開
設
す
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る。
翌
二
十
四
年
に
つ
い
て
は
「
事
務
日
記
（
九
月

S
十
二
月
）
」
に
よ
っ
て
そ
の

活
動
の
一
斑
が
判
る
。
坤
ち
磯
矢
、
内
藤
、
末
田
、
浅
野
ら
教
官
が
通
常
出
勤

し
て
指
祁
に
あ
た
っ
た
外
、
十
月
か
ら
図
書
館
勤
務
の
上
原
之
節
が
週
二
回
程

度
生
徒
の
デ
ッ
サ
ン
を
指
迎
す
る
よ
う
に
な
り
、
十
二
月
に
は
東
京
芸
大
第
一

回
芸
術
祭
に
講
習
所
も
参
加
し
た
。
ま
た
、
講
習
所
の
将
来
に
つ
い
て
村
田
良

策
、
大
島
亮
治
（
帝
国
絨
維
社
長
、
上
野
直
昭
の
友
人
）
と
職
貝
と
の
協
議
が

行
わ
れ
た
。

東
京
美
術
学
校
と
工
芸
技
術
講
習
所
の
首
脳
部
お
よ
び
大
島
亮
治
は
、
講
習

前
田

泰
次

画
実
習

浅

野

脱

文

部

教

官
担

当

蒔

絵

実

習
、
楳
漆
実
習
、
漆
工
用
索
地
実
習
、
木
炭

担
当

学

末

田

利

彫
金
実
習
、
鍛
金
実
習
、
図
案
実
習
、
塑
造
実
習

文
部
教
官

担
当

田

中

芳

郎

講

師

図
案
実
習
、
木
炭
画
実
習
、
塑
造
実
習
、
工
芸
意
匠

担
当
彫
金
実
習
、
鍛
金
実
習
、
図
案
実
習
、

屯

喰

両

尖

習
、
工
芸
汽
材
学
、
金
工
製
作
法
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所
を
束
京
芸
術
大
学
の
附
屈
機
関
と
し
て
拡
充
、
存
続
さ
せ
る
計
画
で
あ
っ

た
。
同
大
学
設
立
の
た
め
の
「
大
学
設
佐
要
項
」
に
も
そ
の
旨
明
記
さ
れ
て
お

り
、
大
学
設
骰
の
翌
年
（
二
十
五
年
四
月
）
に
は
講
習
所
は
同
大
学
附
屈
と
な

っ
た
。
そ
の
当
時
首
脳
部
が
作
成
し
た
『
昭
和
二
十
五
年
度
工
芸
研
究
所
概
笠
一

杏
束
京
芸
術
大
学
』
と
い
う
冊
子
（
船
写
版
印
刷
）
が
現
存
し
て
い
る
が
、

そ
れ
に
よ
る
と
、
よ
り
程
度
の
古
回
い
大
学
附
屈
研
究
所
と
し
て
校
舎
を
新
築

し
、
設
備
を
整
え
、
教
員
五
十
名
以
上
、
研
究
生
は
大
学
、
高
専
卒
業
以
上
の

者
と
し
、
高
度
の
美
的
観
点
を
基
盤
と
し
て
各
種
工
芸
技
術
（
企
画
、
金
工
、

塗
装
、
窯
業
、
染
糀
、
木
工
）
の
綜
合
的
研
究
を
行
う
と
い
う
計
画
で
あ
っ
た

こ
と
が
判
る
。

し
か
し
、
そ
の
計
画
は
政
府
に
認
め
ら
れ
ず
、
代
わ
っ
て
昭
和
二
十
六
年
四

月
に
東
京
芸
大
美
術
学
部
工
芸
科
に
旧
美
術
学
校
図
案
部
お
よ
び
旧
講
習
所
教

員
に
よ
っ
て
梢
成
さ
れ
た
工
芸
計
画
諏
攻
部
門
が
増
設
さ
れ
た
。
な
お
、
講
習

所
は
同
二
十
七
年
一
＿＿
月
、
全
生
徒
の
卒
業
を
以
て
廃
止
と
な
っ
た
。
創
立
以
来

こ
れ
に
至
る
ま
で
の
卒
繁
、
中
退
者
は
合
計
百
二
十
七
名
で
、
現
在
活
躍
中
の

人
が
多
い
。
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